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経
営
の
散
歩
道

〓
ニ
五
回

川
中
経
営
所
長
　
川
　
中
　
清
司

危
機
こ
そ
発
展
の
チ
ャ
ン
ス

今
日
の
経
済
危
機
は
、
社
会
構
造

の
大
き
な
変
動
と
共
に
あ
り
、
今
ま

で
の
い
ろ
い
ろ
な
制
度
や
仕
組
み
が

急
速
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
金

融
ビ
ッ
グ
バ
ン
や
規
制
緩
和
な
ど
、

い
ず
れ
も
国
際
的
な
変
革
の
波
と
な

っ
て
押
し
寄
せ
て
い
る
。

そ
れ
を
悲
観
的
に
み
て
自
信
を
失

い
落
ち
込
ん
で
い
く
か
、
そ
れ
と
も

変
化
を
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
て
立
ち
上
が
る
か
、
経
営
者
の
理

念
に
か
か
っ
て
い
る
。

生
物
に
は
寿
A
叩
が
あ
り
商
品
に
は

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
業
種
や

企
業
に
も
盛
衰
が
あ
り
時
代
の
流
れ

と
共
に
生
き
死
に
す
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
「
生
者
必
滅
、
会
者
定

離
」
　
の
道
理
は
、
経
済
社
会
と
て
例

外
で
は
な
い
。

新
し
い
産
業
の
出
番

ア
メ
リ
カ
は
高
度
情
報
化
の
波
に

乗
っ
て
息
の
長
い
景
気
を
持
続
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
情
報
関
連

や
バ
イ
オ
な
ど
の
対
応
を
始
め
、
高

齢
化
社
会
の
到
来
で
医
療
・
介
護
・

福
祉
な
ど
の
大
き
な
需
要
を
生
む
。

大
気
汚
染
や
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
問
題
、

環
境
保
全
・
緑
化
・
公
害
対
策
な
ど
、

ど
れ
を
み
て
も
数
兆
円
単
位
の
巨
大

な
需
要
が
横
た
わ
り
、
新
し
い
産
業

の
出
番
を
待
っ
て
い
る
。

リ
ス
ト
ラ
の
積
極
姿
勢

株
式
会
社
富
士
屋
の
湧
口
渉
社
長

は
　
「
生
産
性
と
リ
ス
ト
ラ
」
を
テ
ー

マ
に
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

い
ま
殆
ど
の
企
業
が
収
益
が
落
ち

込
み
、
赤
字
法
人
は
六
割
に
お
よ
ぶ
。

リ
ス
ト
ラ
と
い
う
新
語
が
流
行
り

だ
し
、
人
員
削
減
の
代
名
詞
と
な
っ

費
の
徹
底
的
な
追
及
か
ら
始
ま
る
。

そ
れ
に
は
人
件
費
の
効
率
化
が
第

一
だ
。
人
の
働
き
を
数
字
と
時
間
か

ら
は
じ
い
て
効
率
を
つ
か
む
。
一
人

当
た
り
の
売
上
か
ら
ロ
ス
タ
イ
ム
ま

で
、
そ
れ
も
個
人
別
に
呪
ま
な
い
と

意
味
が
な
い
。

富
士
屋
で
は
　
「
一
人
十
役
制
」
を

と
っ
て
い
て
、
一
人
が
い
く
つ
も
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
こ
な
す
。
休
日
者
の

代
役
が
効
き
、
忙
し
い
部
署
に
手
の

空
い
た
者
を
回
し
て
も
作
業
処
理
が

早
い
。仕
事
中
心
に
人
を
張
り
付
け
る
。

レ
ジ
係
も
二
時
間
を
限
度
に
、
売
場

や
ほ
か
の
部
署
に
つ
か
せ
る
。
商
品

経
営
の
原
点
を
見
つ
め
る

そ
の
2

て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
正
し
く
は
リ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
リ
ン
グ
で
、
構
造
を
作
り
直
す
と

言
う
意
味
で
、
採
算
の
合
わ
な
い
部

分
を
整
理
し
、
新
し
い
成
長
分
野
を

伸
ば
す
こ
と
に
あ
る
。

消
極
的
な
企
業
縮
小
イ
メ
ー
ジ
で

な
く
、
新
規
開
拓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
積
極
姿
勢
が
大
事
だ
。
経
済
学
者

の
シ
ュ
ン
ペ
一
夕
ー
が
言
う
よ
う
に

「
不
況
こ
そ
変
化
と
発
展
の
好
機
」

今
こ
そ
転
換
期
、
飛
躍
の
時
期
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
大
事
だ
。

生
産
性
と
リ
ス
ト
ラ

リ
ス
ト
ラ
の
根
本
は
、
ム
ダ
な
経

が
入
る
と
経
理
も
販
売
も
み
ん
な
仕

訳
に
飛
び
つ
き
、
一
日
に
六
便
入
る

商
品
も
一
時
間
以
内
に
キ
チ
ン
と
店

頭
に
並
べ
終
わ
る
。

「
三
現
主
義
」
で
即
断

ま
ず
企
業
の
実
態
を
知
る
こ
と
。

経
営
者
自
ら
が
現
場
に
入
り
、
現
実

を
直
視
し
て
事
実
に
触
れ
、
現
場
に

起
き
て
い
る
問
題
を
把
握
し
原
因
を

つ
か
み
対
策
の
手
を
打
つ
。

つ
ま
り
現
物
・
現
場
・
現
状
の
三

つ
か
ら
生
き
た
情
報
を
つ
か
み
、
デ

ー
タ
と
経
験
を
も
と
に
即
、
判
断
を

下
す
こ
と
だ
。
机
の
上
だ
け
で
は
現

実
と
遊
離
し
、
適
切
な
ト
ッ
プ
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
が
と
れ
な
い
。

温
情
主
義
よ
り
強
い
統
率
を

惰
性
の
カ
ラ
を
破
っ
て
改
革
に
挑

戦
さ
せ
る
に
は
、
反
発
を
乗
り
切
る

ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
要
る
。

な
ま
じ
温
情
主
義
が
か
え
っ
て
非
効

率
を
招
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
わ

ざ
に
も
「
小
善
は
大
悪
に
似
て
、
大

書
は
非
情
に
似
た
り
」
と
い
う
。

経
営
の
改
善
に
「
い
い
加
減
」
は

禁
物
だ
。
社
員
一
人
一
人
に
自
己
改

善
を
含
め
た
改
革
意
識
を
持
た
せ
、

仕
事
の
目
標
を
作
っ
て
進
ま
せ
る
。

社
員
に
本
当
の
力
を
発
揮
し
て
も

ら
っ
て
生
産
性
を
上
げ
、
結
果
と
し

て
よ
り
多
く
の
報
酬
を
与
え
る
こ
と

が
経
営
者
の
務
め
で
は
な
い
か
。

経
営
の
ね
ら
い
は
　
「
小
さ
い
投
資

で
大
き
な
効
果
」
と
言
う
が
、
結
局

は
社
員
の
能
力
を
高
め
て
付
加
価
値

の
高
い
仕
事
を
や
り
遂
げ
て
も
ら
う

こ
と
だ
。

社
員
は
プ
ロ
だ
。
仕
事
で
　
「
出
来

な
い
」
と
は
言
え
な
い
。
“
D
O
n

－
　
S
 
a
 
y
 
N
 
O
”
は
富
士
屋
の

合
い
言
葉
だ
。

I
コ
メ
ン
ト
一
人
材
育
成
を
重
視

富
士
屋
の
新
入
社
員
は
、
講
義
・

ス
ポ
ー
ツ
・
発
声
練
習
・
座
禅
な
ど

一
週
間
の
合
宿
研
修
を
受
け
る
。
湧

口
渉
社
長
は
ト
レ
パ
ン
を
は
い
て
訓

練
の
先
頭
に
立
つ
。

「
見
聞
触
知
。
見
る
も
の
間
く
も

の
す
べ
て
が
勉
強
だ
よ
」
と
、
厳
し

い
中
に
も
笑
顔
を
忘
れ
な
い
。
社
員

と
共
に
学
び
行
動
す
る
経
営
者
像
が

光
る
。
（
九
九
・
八
）
　
－
つ
づ
く
－


